青山荘　　フェイスシート

　　平成19年　5月　28日（月）　担当：山田　　

	入　所　者
	氏　名　　上久保　善郎　　様　　　　　男・女　　　　昭和40年9月11日生（41歳）

	
	住　所　　上北郡おいらせ町字浜道４　　　　　　　　　　電話　0178-56-2360

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　無し

	
	発症時期
	平成4年　（28歳時）
	罹 患 期 間
	約8年8ヶ月

	
	入院回数
	　　　　　2回
	延べ入院年数
	　　　　6年9ヶ月　　

	医療機関
	　青南病院　（主治医　　安ヶ平Dr　　　）
	外来受診日
	土曜日（週1回）

	医療区分
	国・保　扶養
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎　　年金　1級（8.3万円）　＊本人所持＝小遣い月20,000円

	
	その他
	（　　万円）

	障害程度区分
	未審査

	日中活動の場
	青南病院デイケア、青山荘

	住まいの場
	生活訓練施設　青山荘

	入所年月日
	Ｈ　18年　11月　7日
	身長
	169.0cm
	体重
	79.5kg　　　

	最終学歴
	東京農業大学短期大学（中退）
	免許・資格
	普通自動車1種、大型特殊免許

	職　歴
	期間
	就業先
	内容
	辞めた理由
	

	
	S60年～S61年頃
S61年～S63年頃
S63年～H4年頃
	エフ商会
読売ライフ
農業（自宅）
	ビデオテープの販売
新聞の勧誘
農業（長いもなど）
	仕事についていけなかった

仕事が面倒になった
	

	保　護　者
	氏　　名　　　上久保　新一　　　　様　　　　　　　続柄　　父　　（同居　・否）

	入所目的

・単身生活を営める程度の日常生活技術の獲得

・日課活動の場所の確保と安定した利用

＊退所後の生活の場は家族と本人の意見が一致していない。家族と本人のニーズをすり合わせながら退所後の生活の場を検討し、その生活に合った支援を行う。

	入院・治療歴

	平成4年2月　～　平成4年4月
平成4年4月　～　平成4年11月

平成7年5月　～　平成10年9月

平成12年7月　～　平成18年11月
	入院

通院

通院

入院
	八戸赤十字病院

〃

〃

　　青南病院

	生活歴

　下田町にて同胞2名の長男として出生。三沢高校卒業後、一浪し東京農業短期大学へ入学（S60）。その後、「勉強が嫌になった」とのことで自主退学。S63年頃まで東京でアルバイトをして暮らしていた。仕事を辞めS63年帰郷するが、その時には、すでに精神変調が出現しており、幻聴や追跡妄想・迫害妄想がある。飲酒は毎晩のようにしており、酔うと独語や暴力行為が出現。親戚から入院を勧められ、H4年1月31日、八戸赤十字病院受診、任意入院となる。（H4.2.3～H4.4.27）退院後は、実家の農業の手伝いを行う。八戸赤十字病院に通院していたが、序々に怠薬が増え、H4年11月には通院中断する。その後幻聴・粗暴行為・好褥が出現し、H7年5月、家族の勧めで再度八戸赤十字病院を通院する。H12年6月、自室に籠もり飲酒し生活を送る。また、家族に対して怒鳴ることも多くなる。同年7月、家族への暴力行為があり、家族が保健所へ相談に行き入院が必要な状態と判断され、八戸赤十字病院受診するが、空床がないとのことで青南病院受診、医療保護入院となる。
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	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

○父・母・祖父はおいらせ町の実家で生活している。農業を営んでいるが、年齢や体調を考慮し、近年中に止めることも検討しているとのこと。

父→本人とはやや不仲であり、交流は少ない。しかし、面談の際に本人の今後のことを話し合うと、自宅で農業を手伝えるようになって欲しいと希望する。病気に対しての理解は薄い様子。

母→主援助者。入院中から家族会へ参加するなど協力的。青山荘からの協力依頼にも快く応じる。自宅への退所については消極的であり、本人の能力や意欲の向上に関しては期待していない様子。

妹→現在まで来荘したことはないが、仲は悪くはないとのこと。4人の子供がいる。


　　平成　19年　5月　 28日　（月）

	氏　名
	上久保　善郎　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　40年　9月　11日（41歳）


	長期目標

	・活動性の向上　　　　→身の周りのことを自分で行える

　　　　　　　　　　　→必要なことを他人に伝えられる

・健康管理技術の向上　→運動を持続して行う。間食を摂り過ぎない

　　　　　　　　　　　→体調不良時には相談や簡単な処置が行える

・金銭管理技術の向上　→賭博は行えないことを自覚し、年金受給額に見合う予算組み立て・使用を行う


	これまでの経過（前回評価日　H　19年　4月　9日）

	＜前回の問題点＞　前回からの経過は以下の通り

①活動性の低度→外出日、グループ活動、対人技術の向上訓練などを通し、以前より他者と積極的に交流機会が増え行動力の向上見られている。しかし、休日自主的に活動することはない。

②体重増加傾向→体重は1ヶ月で2kg減。万歩計を使用し毎日運動を行う。運動は機会や散策が中心であり、平均歩数は13,000歩程度。コーラを飲量も減らしている、今後引き続き様子観察とする。

＜今回の問題点＞

①具体的に退所後の生活を考慮できない

本人は自宅退所したいと希望しているが、面談の際に自宅での生活を具体的に検討した際の利点や価値・短所や損失について確認している。退所先を「自宅」だけではなく、他の様々な視点から考慮・検討することも促している。

●退所先（本人の希望）

　本人は「退所後は自宅に戻りたい」と希望しているが、その理由としては「落ち着くから」とやや曖昧であり、外泊を希望することもない。自宅に退所した後の生活に関しては、「前みたいに寝ている」「農業の手伝いをする」と話している。また、家事等は両親に任せたいとのこと。

●病識について

　発病時の症状は「耳鳴りと幻聴があった」程度であり、詳しくは覚えていない様子。また、入院の原因となった時の生活状況は把握しており、「酒は絶対に飲まない」と話す。暴力行為に関しては職員には話していない。服薬の必要性に関しては理解を示しており、怠薬・断薬の危険性は低い。

●医療機関

　通院する病院は青南病院を希望する。三沢市にも病院や通所施設があることを説明するが、「慣れたところが良いから青南病院が良い」と話す。自宅から青仁会を利用する場合の交通手段は次の通り。『自宅《自家用車》三沢駅《電車》八戸駅《バス》青仁会』　電車、バス利用は練習し、現在は問題なく行える。しかし、自宅から三沢駅は車を使用しても30分程かかる距離であり、青南病院デイケア利用などは困難と考えられる。

●家族

自宅（おいらせ町）には両親が生活中で農業（長いも・米）を営む。農業に関しては年齢や体調などを考慮し今後行わないことも検討しているとのこと。現在定期的な面会機会はないが、青山荘からの依頼などに関しては協力的。本人から自分の荷物を届けるなど依頼の電話連絡することもある。上記記載の通り母は訓練による生活技術の向上の見込みはないと考えており、自宅退所より八戸市での単身生活等を希望している。父は本人との交流は殆どないが自宅退所させ、農業を手伝わせたいと話している。

●日課

　現在週に一度外出日を設けているが、そのことにより八戸市の地理は序々に知ることが出来ている。日用品などの購入も行え、金銭も計画的に使用可能。家事技術が低いことや活動性が低いことから青山荘・デイケアのプログラムや他者との交流を通し向上見られている。自宅退所した際にも家族へ援助し負担を減らす為にも、家事などを行わなければならないことを理解できている為、自炊・掃除など「身の回りのこと」の訓練は積極的に行っている。また、スポーツジムなど本人の関心のある場所もあり、今後利用や体験することとしている。

●就労について

就労への関心は薄い様子であり、「年金で生活していく」と就労の必要性も感じていない。しかし、就労訓練する価値は理解できており、今後検討していく予定。


修正プラン実施評価日：　H19年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

	検討課題
	介入方法
	支援期間

	具体的に退所後の生活を考慮できない

（目標を明確にしていく必要がある）
	自宅退所を希望しているが、様々な体験や能力向上を通し、退所に対して考慮したり他の目標を設定できる環境を作る

（自宅に帰宅したいという希望があれば、例えば、単身生活やグループホーム、就労活動などを通してからでも良いのではないか？）

△家族間調整

・家族にも協力依頼し、定期的に面談場面を設ける。
青山荘で行っている訓練内容やその効果、または本人の生活能力などを確認し、家族から本人に対する認識や関わりを確認する。その上で退所先に関しても序々に検討し、自宅退所を検討した際には、自宅でどの様な生活（役割）をするか検討していく。また、父とは折り合いが悪く交流が殆どない状態であり、意見交換する機会を設けることを検討中。

・自宅外泊

　家族面談を通して自宅での試験外泊や外泊訓練なども設ける。農業の手伝いや家事、通院など退所後を想定し生活体験することで自宅での生活について考慮して頂き、家族からも評価して頂く。

△生活訓練

・単身生活に向けた生活訓練実施

　退所先を検討する上で、様々な場所で生活できる技術の獲得を目標としている。自炊・清掃など単身生活の経験があっても行った経験のないことは多くあり、それに対してプログラムを取り組むことでその技術の獲得は図れている。

・社会資源の利用

　自立支援医療や手帳の更新など行政手続きは自分で行うこととする。バスや電車を利用しおいらせ町役所で手続きすることを行うことで手続きを理解し、活動力の向上となる。

△就労訓練

・就労に対しての意識づけ

　自宅退所した場合にも農業を行わなければならないことや、年金減額となった場合の生活において等、就労訓練を行っていると生活の質の拡大が図れるのではないかと本人と検討している。

・社会性の向上

デイケア利用中心に就労に活用できる対人交流、社会的マナーを学習し、行動修正を図る。行ったプログラム等に関しては情報交換し、青山荘での様子を確認し、助言を行う。

・福祉的就労体験

　就労経験も少なく、どの様な事が行われているか見学・学習・体験する。就労体験を行うことで知識の向上・活動の向上と就労に対しての意欲や自信に繋げる事を検討中。

△その他

・他者との交流

青山荘に入所後に他者と一緒の活動に参加する事で交流場面は増え、自主的に話し掛けることも出来るようになる。他者との交流を通しストレスの軽減や生活技能の向上を図る。
	


自宅で生活





H4.11～(30歳)





農家手伝い





H12.7～





 Ｈ11.冬季





H7.5～(332歳)





H18.11





自室へ引きこもる





S60（21歳）








S60（20歳）








通院中断





日赤病院


　　　入院





青山荘入所





青南病院


受診・入院





短大中退





短大入学





高校卒業





H4.2～Ｈ4.4（28歳）








アルバイト（東京）





 Ｈ4.4～(28歳)











予備校通学





S58（18歳）








S29


出生





再通院





Ｓ63（24歳）





帰郷





本人





妹（38）　三沢市在住





父（65）





母（63）








